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初めまして，増田先生からバトンを受け
取りました，鹿児島医療センター初期研修
医 ２ 年目の中村崇仁といいます。前々回担
当の白石先生から寄稿の話は受けていたの
ですが，いろいろと時期が重なっていたこ
と，話すネタが浮かばなかったことなどか
ら申し訳ありませんが見送らせていただき
ました。さて，白石先生，増田先生とバト
ンがつながりまして，今回は表題からはわ
からないかもしれません指宿医療センター
にて ３ か月研修を行い，話すネタが溜まっ
たので勉強になったこと，指宿での生活，
思い出などつらつらと書き述べていきます
のでお付き合いいただければ幸いです。簡
単な略歴からお話をさせていただくと，私
自身，鹿児島には縁もゆかりもなく高校ま
では千葉県の柏市という人口 40 万人程度
の地方都市で過ごしました。サッカーに興
味のある方には柏レイソルの本拠地といっ
たほうがはやいかもしれません。残念なが
らサッカーよりも野球派だったため小学校
時代は父親に連れられて東京ドーム，明治
神宮，マリンスタジアムなどに観戦に行っ
た記憶が強いですが……。大学は九州大学
に進学し，福岡市で学生生活を過ごしまし
た。

６ 年の夏ごろに鹿児島医療センターに病
院見学に行き，博多から鹿児島中央まで駅
から駅だけなら １ 時間 40 分ほどで到着し
たので，なんだ，近いじゃんと思ったこと
は覚えています。交際していた相手が九州
大の大学院生でしたので，気軽に帰れるほ
うが都合がよかったのですね。卒業後にふ

らふらと鹿児島へやってきたわけですが，
病院見学とマッチング試験を除くとこの時
点では鹿児島にきたのは ２ 回ほどで，九山
で 1 回とコメディカル大会の応援で 1 回だ
と記憶しています。また親戚がいるわけで
もなくまさに縁もゆかりもない土地にきて
しまいました。よく理由を聞かれますが，
この手の質問に明確な回答を持つ人は少な
いと考えており，私の場合はなんとなくよ
かったからです。知らない土地に住んでみ
る理由などそれで十分だと思っています。
幸いにして同期の研修医には恵まれてお
り，互いに切磋琢磨し，また愚痴を言い合
える友人も見つかったわけですが，１ 年目

千葉～福岡～鹿児島～指宿～そして離島へ 

｜ 鹿児島医療センター初期研修医 ｜ 中村 崇仁

リレー随筆

57鹿児島市医報

福岡ららぽーとのガンダム。
特に意味はありません。
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後半から ２ 年目中盤の研修にかけて院外に
て研修をする時期が長く，私も １ 年目 ３ 月
から ２ 年目 10 月にかけて院外での研修が
続くようなプログラムを組んでいました。
さて，長い前置きにはなりましたが ２ 年目
の ５ 月から ７ 月にかけて指宿医療センター
で ３ か月研修を行わせていただきました。
小児科，産婦人科，消化器内科を １ か月ず
つローテートし，どれにおいても指導医の
先生には恵まれ楽しい研修ができたのでこ
こにその思い出話など語っていきます。指
宿市は人口 ４ 万人ほどの市で鹿児島市か
らは南へ約 50km の薩摩半島南東端に位置
し，天然の砂蒸し温泉を観光資源に持ちま
す。今 wikipedia で調べました。砂蒸し風
呂には一度だけ記念に行きましたが，熱す
ぎて速攻で出てしまいました。後で聞いた
話によると通は冬に行って限界まで寒さを
感じてから蒸すそうです。少し話のレベル
が高すぎて自分には理解できませんでした
ので，まずは普通のサウナで １ 分我慢する
ところから始めたいと思います。砂蒸し風
呂に関して特にリベンジの予定はありませ
ん。そのほか記憶に強く残っていることは
ムカデ咬傷を何度か診たことですが，おか
げでムカデが夜行性だという知識が増えま
した。それほど都会で育ったわけではあり
ませんが，人生で一度も生でムカデを見た
ことがないままムカデ咬傷を診ることにな
りました。どうやら彼らは家に入ってくる
ようで，寝返りの際に踏んだりすると攻撃
してくるようです。自分の指宿での宿舎は
１ 階でしたが，クモこそ大量に発生してい
たもののムカデの侵入はおそらく許してい
なかったようです。病院の向かいのニシム
タは防虫グッズが異常に充実していたこと
も一種のカルチャーショックでした。自分
が指宿にいた期間は ５ 月から ７ 月でしたの
で，本格的に夏が始まるにつれて虫も活発
性を増し，我慢の限界が近づいていた時に

指宿を去りました。子供の時は大丈夫だっ
たのに気づけば虫や昆虫が触れなくなるの
は不思議なものです。

さて，南の生態系について熱く語りまし
たがせっかくきたのだからといろいろな飲
食店をめぐりもしたのですが，病院から国
道 226 号線，通称ニーニーロクを ２km 弱
行ったところにあるビストロドイリーとい
う店のカキグラタンが個人的に一番好きで
した。

このためだけにまた指宿に行きたいと思
うくらいおいしいのでみなさんもぜひ飛ん
でくださればと思います。

さて，今この文章を書いている日は奄美
大島の県立大島病院にて救急科研修を行っ
ています。８ 月上旬に台風 ６ 号が沖縄，奄
美大島付近の海域にて猛威を振るい，こち
らにくる飛行機もギリギリで滑り込んだよ
うなタイミングでした。人生で離島にきた
のは ２ 度目でして，１ 度目は卒業旅行で小
笠原にきたときでした。自分の卒業時期は
まだ例のウイルスの影響により海外旅行が
憚られる情勢でしたので，それなら日本で
一番行きにくい場所に行こうと部活の同期
が言い始めたことがきっかけでした。日本
の離島というものは案外多くが空港を持っ
ているもので，大部分の有人島は飛行機で
行けるイメージですが，小笠原諸島には空
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ドイリーのカキグラタン。
パンに乗せて食べると飛ぶ。
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港がなく，船で 24 時間かけて行くことに
なります。繁忙期には定期船の本数は増え
ますが，それでも最低 １ 週間は必要な行程
になります。主な観光資源としてはやはり
自然遺産ということになりますが，海の透
明度は奄美に勝るとも劣らないと記憶して
います。またイルカと泳ぐことができたの
も貴重な経験でした。水族館のお姉さんに
なった気分でした。また大陸と陸続きに
なった時期が一度もない影響か，植物は固
有の種が豊富であり独自の生態系が築かれ
ていたことも興味深かったです。

幸いにしてこの旅行の時は天気に恵ま
れ，毎日快晴だった記憶があり，また海も
荒れることなく航路も快適だったわけです
が，今回奄美にきた際は ２ 日目には台風の
影響で物資の補給が停止し，さっそく試練
が訪れました。着実に減っていく食料を眺
めているのは学生時代の貧困生活を思い出
しました。またつい先日ですがハブ咬傷を
診ることができたのも，ああ，奄美にきた
なあ，といった思いです。ムカデ同様，僕
は自分でハブを見たことはありません。動
物園で蛇を見たことがあるくらいです。ち
なみにハブも夜行性なようです。夜ににょ
ろにょろうごめいていたら失神する自信が
あります。

長々と自分の来歴について語ってきまし
たが，どこも住んでみるとその土地なりの

楽しさというのはあるもので，またそこで
出会った人々との思い出というのも増えて
きました。最終的に自分がどこに住み着い
ているかはまだ不明ですが，どこかで何か
を楽しくやっていけたらと思っています，
と月並みな締めではありますがまとめさせ
ていただきます。

次号は，鹿児島大学病院／前田 拡 先生のご執筆です。
（編集委員会）
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小笠原にて。RPGに出てきそうな入り江。




